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綴
轟
議

一ゴミゼロ運動一
　5月29日（日）に町内のモデル地区を中心として、ゴミゼロ運動が実施されまし

た。子供から大人まで多数の人が参加して、ゴミを袋いっぱいに拾いあっめ、

あたりはみるみるうちにきれいになっていきました。これからは、ゴミを捨て

ないように心推トけましょう。



～青少年のすこやかな

　　成長を願って～

本
年
度
、
江
南
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
が
、

県
の
指
導
と
今
ま
で
の
実
績
を
も
と
に
、
　
「
江
南
町

青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
会
は
、
青
少
年
問
題
の
も
つ
重
要
性
に

か
ん
が
み
、
広
く
町
民
の
総
意
を
結
集
し
、
時
代
を

担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
地
区
代
表
・
運
営
委
員
も
選
出
さ
れ
、

規
約
に
基
づ
き
役
員
も
次
の
方
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

監　副会
　〃会
事　長長

新
井
　
政
男
（
区
長
代
表
）

長
島
　
　
仁
（
学
校
代
表
）

水
野
　
龍
夫
（
民
生
・
児
童
委
員
代
表
）

大
島
　
　
清
（
賛
同
者
代
表
）

田
中
勝
治
（
少
年
指
導
委
員
代
表
）

江南町青少年健全育成町民会議組織・連絡網（敬称略）

　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同　○印地区代表者　口印運営委員）
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国 森田　幸雄 須賀広240 0992 教育委員長
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難
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⑰ 飯島　啓作 板井878－1 1369 民生・児童委員

21 新井　コウ 押切696 2426 江南町婦人会長 58 宇治川一好 板井591 0328 民生・児童委員

22 前川美佐保 押切701－1 4455 青少年育成推進委員 59 吉野　金造 板井715 1692 近隣高校PTA江南支部代表
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24 持田　包雄 押切145－1 1574 教育委員
講1…i
柴 ⑪ 柴　サツヱ 柴150 0930 民生・児童委員

囮 大島　　清 押切370 2373 賛同者 鵬 千　代 ⑫ 木村　巳美 千代108－1 2281 民生・児童委員

26 永田　光子 押切134 1020 主任児童委員 　1「
雛 パーク ⑯ 村上春蔵 押切2653－！44 4174 民生・児童委員
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幼稚園

学校

図 高田　武男 江南幼稚園 3373 園長

國 高田　　清 樋春326 1884 社会教育委員長 65 古沢多実子 同　上 同上 生徒指導主任

試1灘

…、旨li雛 樋春北
⑳ 小島貴一 樋春996 4497 民生・児童委員
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蝋
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蒙驚

礁
　
韓

御正新

田上

国 水野龍夫 樋春1952－5 1174 民生・児童委員 圓 大島　正巳 江南北小学校 1389 校　長

⑫ 高田　　和 御正新田1133－1 0012 民生・児童委員 69 増田　京子 同　上 同上 生徒指導主任

圃 石嶋　　正 御正新田1291－1 0182 商工会代表、賛同者 画 原口　　明 江南中学校 1335 校　長

34 橋本君枝 御正新田1179 0900 青少年相談員代表 71 杉田　　功 同　上 同上 生徒指導主任
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72 岡部　　進 教育委員会 1521 教育長

⑳ 福島　　豊 御正新田493 1722 賛同者
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73 鳥塚富弥 同　上 同上 健全育成担当

37 船橋　よし 御正新田570 1819 民生・児童委員 74 飯島　正彦 住民福祉課 同上 健全育成担当
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健
全
育
成
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
最
も
効

果
的
な
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、

今
ま
で
よ
り
一
層
町
民
の
方
に
参
加
を

い
た
だ
く
機
会
が
持
て
る
よ
う
、
賛
同

者
を
募
集
し
、
活
動
も
増
や
し
ま
し
た
。

今
後
も
賛
同
者
が
増
え
、
活
動
へ
の
意

見
や
実
際
の
活
動
に
加
わ
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
町
民
会
議

は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連

携
を
よ
り
密
に
し
て
、
三
者
が
一
体
と

な
っ
て
健
全
育
成
を
は
か
っ
て
い
く
必

要
性
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。
今
後
も
、

学
校
に
お
け
る
生
徒
指
導
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
児
童
・
生
徒

平成6年度青少年健全育成町民会議活動計画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

の
健
全
育
成
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
な
お
、
本
年
度
の
活
動
計
画
は
次
の

表
の
通
り
で
す
。

家
庭
へ
の
お
願
い

　
埼
玉
県
青
少
年
問
題
協
議
会
が
、
家

庭
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い

ま
す
。

　
家
庭
は
、
た
と
え
両
親
が
外
勤
共
働

き
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
家
庭
の
暖
か

い
交
流
と
団
ら
ん
の
場
を
確
保
す
べ
き

で
あ
る
。
近
年
「
父
親
不
在
」
　
「
母
親

不
在
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
不

在
は
、
物
理
的
不
在
で
な
く
、
役
割
や

機
能
の
不
在
を
指
し
て
い
る
。
職
場
を

偏
重
し
た
生
活
は
、
経
済
的
な
収
入
は

保
障
し
て
も
、
と
も
す
れ
ば
家
庭
や
地

域
で
の
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
犠
牲
に
す

る
。
今
、
家
族
の
個
別
化
、
孤
立
化
も

深
ま
る
傾
向
が
あ
る
。
家
庭
が
ゆ
と
り

を
取
り
戻
し
、
親
子
の
対
話
や
体
験
の

共
有
が
自
然
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
特

に
両
親
の
自
覚
と
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

両
親
は
子
供
に
と
っ
て
身
近
な
大
人
の

モ
デ
ル
で
あ
り
、
家
族
や
地
域
に
対
し

て
み
せ
る
姿
勢
は
青
少
年
の
社
会
化
を

大
き
く
左
右
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
家
庭
の
対
応
の
重
要

性
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
も

國一 溝 動 内 容 婦閣｛曜） 対　 象

i

・平成5年度事業報告
・平成6年度健全育成町民会議役員など

　について
・年間活動計画の検討並びに承認について

5月26日（木） ・全委員

2
・健全育成パンフ原案
・教育講演会にっいて

6月7日（火） ・運営委員

書 ・社明運動講演会 7月8日㈹
・全委員

中学P　T　A

毒

・夏休み中の生徒指導対策

・パンフについて
・補導巡視計画など
・地区懇　。教育講演会の件

7月13日（水） ・全委員

5 ・健全育成パンフの配布 7月15日（金）
・各学校
・町内全戸

β ・夏休み町内巡視補導（北、南小学区） 8月
・運営委員

各地区代表

7 ・子供会育成事業 9月
・委員

・子供会役員

8
・健全育成強調月間の取り組みについて
・教育講演会について

10月12日（水） ・運営委員

襲 ・懸垂幕（横断幕）の掲揚と巡視補導 11月
・運営委員

各地区代表

玉o ・教育講演会 11月
・全委員
北小P　T　A

il

・冬休み中の生徒指導対策について
・健全育成パンフについて
・情報交換

12月16日働 ・全委員

認

・健全育成パンフ原案作り
・最終全体会の議案の検討
・文殊寺縁日における補導について

2月7日（火） ・運営委員

13 ・文殊寺縁日における補導 2月25日（土）
・運営委員

各地区代表

蕪

・春休み中の生徒指導について
・平成6年度活動の反省
・平成7年度活動計画案の検討・その他

3月9日（木） ・全委員

15 ・健全育成パンフの配布 3月15日㈱
・各学校

・町内全戸

●
近
い
今
、
次
の
こ
と
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

○
家
族
で
守
る
生
活
の
リ
ズ
ム

　
生
活
の
リ
ズ
ム
の
狂
い
や
す
い
夏
、

リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
よ
う
、
家
族
全
員

が
、
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
て
下

さ
い
。

○
家
族
の
ふ
れ
あ
い
と
、
役
割
分
担
を

　
親
子
の
ふ
れ
あ
う
機
会
が
多
い
夏
休

み
、
対
話
を
通
し
て
望
ま
し
い
親
子
関

係
を
育
て
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
同
時
に
、
家
族
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
、
忍
耐
力
を
つ
け
る
た
め
、
自

分
の
身
の
回
り
の
こ
と
に
責
任
を
持
た

せ
た
り
、
家
事
労
働
を
分
担
さ
せ
て
下

さ
い
。

o
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
信
頼
関
係
を

　
次
の
よ
う
な
変
化
は
要
注
意
で
す
。

①
服
装
や
髪
型
②
夕
方
の
帰
り
時
間
③

持
ち
物
④
夜
間
の
友
達
づ
き
あ
い
⑤
バ

イ
ク
の
運
転
⑥
ア
ル
バ
イ
ト

　
親
子
の
間
に
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
、

「
親
を
困
ら
せ
た
く
な
い
已
と
い
っ
た

気
持
ち
が
子
ど
も
の
心
に
芽
生
え
、
そ

れ
が
非
行
化
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
抑

止
力
に
な
り
ま
す
。

地
域
へ
の
お
願
い

O
近
所
の
子
ど
も
に
声
掛
け
を

　
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
声
を
か
け

て
い
た
も
の
が
、
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な

る
に
し
た
が
い
、
そ
の
機
会
が
減
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
は
地
域
の
中
で
育
つ
も
の
で
す
。

意
図
的
に
良
い
点
は
誉
め
、
こ
れ
は
ど

う
か
な
と
い
う
時
に
は
叱
る
な
ど
の
、

声
掛
け
を
し
て
下
さ
い
。

　
夜
遅
く
の
遊
び
、
喫
煙
、
危
険
な
自
転

車
の
乗
り
方
、
危
険
な
遊
び
な
ど
で
は
、

よ
そ
の
家
の
子
で
も
注
意
し
て
下
さ
い
。

大
人
が
み
ん
な
で
見
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
、
地
域
の
非
行
防
止
の
重
要
な
点

で
す
。

O
気
の
つ
い
た
こ
と
は
連
絡
を

　
地
域
の
心
配
な
こ
と
は
、
ど
ん
な
細

か
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
近
所

の
町
民
会
議
の
委
員
又
は
学
校
な
ど
へ

ご
連
絡
下
さ
い
。
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第
二
日
目
サ
ン
ア
ン
ト
一
一
オ
市
内
視
察

　
今
日
は
、
現
地
研
修
の
第
一
日
目
で

あ
る
。
全
員
元
気
で
、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ

オ
市
内
を
視
察
し
た
。

　
ー
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
ー

O
位
置

　
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
と
聞
い
て
も
、
ど

こ
に
あ
る
の
か
地
図
の
上
で
す
ぐ
思
い

浮
か
ば
な
か
っ
た
。
日
本
で
は
、
同
じ

テ
キ
サ
ス
州
の
ダ
ラ
ス
に
比
べ
て
な
じ

み
の
う
す
い
町
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
人
口
百
二
十
万
人
の
テ
キ

サ
ス
州
の
州
都
で
、
メ
キ
シ
コ
と
の
国

境
が
近
く
、
人
口
の
約
六
割
を
陽
気
な

メ
キ
シ
コ
人
が
占
め
て
い
る
。

　
日
本
の
九
州
南
端
と
同
じ
く
ら
い
の

緯
度
で
あ
り
、
熊
本
市
と
姉
妹
都
市
と

な
っ
て
い
る
。

O
特
色

　
一
　
軍
事
施
設
が
多
い
こ
と

　
二
　
近
年
、
観
光
都
市
と
し
て
力
を

　
　
入
れ
て
い
る
こ
と

　
三
　
水
源
が
豊
か
で
、
河
や
運
河
が

　
　
多
い
こ
と

・
軍
関
係
の
施
設
が
多
い
こ
と
か
ら
、

米
軍
人
と
結
婚
し
、
戦
争
花
嫁
と
し
て

こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ
日
本
女
性
が
こ

の
市
に
多
く
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

年
齢
六
十
歳
代
後
半
を
迎
え
、
現
役
引

退
し
た
夫
と
と
も
に
、
こ
の
地
で
裕
福

な
年
金
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
。

・
観
光
面
で
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
i
、
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
が
あ
り
、

全
米
十
大
観
光
都
市
の
一
つ
で
あ
る
。

・
水
量
豊
富
な
こ
の
市
は
、
市
全
体
が

生
活
に
湧
き
水
を
使
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ビ
ー
ル
の
生
産
高
も
多
く
、

テ
キ
サ
ス
特
産
の
ビ
ー
ル
「
パ
ー
ル
ラ

イ
ト
」
　
「
バ
ン
ス
タ
ー
」
は
、
全
米
に

出
ま
わ
っ
て
い
る
。

○
気
候

　
日
本
の
奄
美
大
島
と
同
じ
く
ら
い
の

緯
度
に
あ
り
、
年
間
平
均
気
温
二
十
度
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

四
月
か
ら
九
月
の
六
ヵ
月
間
は
ク
ー
ラ

ー
を
必
要
と
す
る
が
、
冬
は
温
暖
で
し

の
ぎ
よ
い
。
年
間
を
通
し
て
雨
は
少
な

い
。
O
経
済

　
治
安
が
よ
く
、
経
済
も
安
定
し
て
お

り
物
価
が
安
い
。
ゴ
ル
フ
は
八
ド
ル
で

で
き
る
。
消
費
税
は
八
・
二
五
％
。

　
し
か
し
、
人
々
の
収
入
も
多
く
な
く
、

一
家
族
の
平
均
年
収
は
二
万
五
千
ド
ル

で
、
こ
れ
は
日
本
の
三
分
の
一
で
あ
る
。

　
ー
リ
バ
ー
セ
ン
タ
ー
1

　
水
の
豊
か
な
こ
の
地
に
、
川
を
総
合

開
発
し
て
洪
水
を
防
ぎ
、
一
大
観
光
商

業
地
域
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
一
つ
の
拠

点
が
こ
の
リ
バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

　
市
の
中
心
部
を
流
れ
る
川
に
沿
っ
て

リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
と
い
う
遊
歩
道
が
作

ら
れ
、
そ
の
周
辺
に
十
二
の
大
き
な
シ

ヨ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
i
、
レ
ス
ト
ラ
ン

が
並
ん
で
い
る
。
観
光
客
は
水
に
親
し

み
な
が
ら
、
買
い
物
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
億
五
千
万
ド
ル
（
百
五
十
億
円
）

を
か
け
て
、
六
年
前
の
一
九
八
八
年
に

オ
ー
プ
ン
し
、
専
門
店
百
三
十
五
店
を

は
じ
め
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
、
劇

場
ま
で
作
ら
れ
た
。

今柴

　
建
物
全
体
の
構
成
や
デ
ザ
イ
ン
は
落

ち
つ
き
が
あ
る
が
、
店
に
よ
っ
て
は
、

メ
キ
シ
コ
調
の
原
色
を
使
っ
た
装
飾
で

民
族
工
芸
品
が
所
せ
ま
し
と
派
手
に
並

べ
ら
れ
て
い
た
。

　
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
1

　
土
地
の
広
い
ア
メ
リ
カ
に
は
、
大
き

な
建
物
も
多
い
。
市
の
中
心
部
に
あ
り

遠
く
か
ら
ひ
と
き
わ
目
立
つ
ア
リ
ー
ナ

（
円
形
球
技
場
）
を
持
つ
こ
の
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
広
大
な
敷
地

と
多
く
の
会
議
場
を
持
ち
、
約
二
百
二

十
名
の
職
員
が
働
い
て
い
る
大
規
模
な

市
の
施
設
で
あ
る
。

●

田井

弘久

子子

　
女
性
の
コ
ボ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
案

内
し
て
く
れ
た
。

・
会
議
場
　
四
十
一
室

　
　
　
　
　
　
四
千
五
百
人
収
容
可
能

・
展
示
室
（
場
）
　
二
万
五
千
㎡

　
　
　
　
　
　
　
（
約
七
千
五
百
坪
）

。
ア
リ
ー
ナ
　
一
万
六
千
人
収
容
可
能

・
劇
場
　
　
　
二
干
五
百
席

　
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
と
な
っ
て
い
る
の
で

ア
リ
ー
ナ
利
用
の
人
気
は
高
い
。

　
市
運
営
の
た
め
、
使
用
料
も
格
安
で

数
年
先
ま
で
の
予
約
も
あ
る
と
い
う
。
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ー
ア
ラ
モ
砦
ー

　
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
に
は
、
昔
宣
教
師

た
ち
が
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
読

み
書
き
を
教
え
た
教
会
が
い
く
つ
か
残

っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
、
サ
ン
ホ
ゼ
教

会
の
中
に
は
、
当
時
の
書
物
や
鹿
皮
ナ

イ
フ
な
ど
の
生
活
用
具
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
中
で
最
も
名
を
残
し

て
い
る
の
は
、
ア
ラ
モ
教
会
で
あ
る
。

一
八
三
六
年
、
こ
の
テ
キ
サ
ス
の
人
た

ち
が
、
メ
キ
シ
コ
の
植
民
地
支
配
に
耐

え
か
ね
て
、
こ
の
教
会
に
た
て
こ
も
り
、

メ
キ
シ
コ
の
大
軍
を
相
手
に
十
三
日
間

激
戦
を
続
け
、
遂
に
全
員
が
討
ち
死
に

し
た
時
の
砦
と
な
っ
た
所
で
あ
る
。

　
周
囲
の
城
壁
に
は
、
今
も
な
お
激
闘

の
傷
跡
が
残
っ
て
お
り
「
ア
ラ
モ
の
戦

い
を
忘
れ
る
な
」
と
叫
ん
で
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
映
画
で
日
本
に
も
紹
介
さ

れ
た
こ
の
砦
の
名
は
、
あ
ま
り
に
も
有

名
で
あ
る
。

　
ー
キ
ン
グ
ウ
イ
リ
ア
ム
地
区
－

　
各
戸
ご
と
に
手
入
れ
さ
れ
た
庭
木
や

花
壇
、
そ
の
中
に
ビ
ク
ト
リ
ア
王
朝
式

の
豪
華
な
邸
宅
が
立
ち
並
ぶ
静
か
な
キ

ン
グ
ウ
イ
リ
ア
ム
地
区
一
帯
は
、
こ
の

市
の
中
で
も
独
得
な
雰
囲
気
を
も
っ
た

所
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
開
拓
当
時
、
ド
イ
ツ
か
ら

移
り
住
ん
だ
商
人
た
ち
が
勤
勉
に
働
き

続
け
、
財
を
な
し
て
こ
れ
ら
の
邸
宅
を

建
て
た
と
い
う
。

　
入
場
料
ニ
ド
ル
で
、
内
部
を
公
開
し

て
い
る
家
を
見
学
し
た
。

　
家
の
つ
く
り
、
家
具
調
度
品
の
配
列

も
落
ち
つ
き
が
あ
り
、
上
質
で
重
厚
、

手
の
こ
ん
だ
細
工
を
施
し
た
見
事
な
も

の
が
多
か
っ
た
。
今
は
誰
も
住
ん
で
い

な
い
が
、
町
並
み
全
体
が
そ
の
ま
ま
保

　
　
　
　
む
う
　
　
じ
　
　
　
　
し
の

存
さ
れ
、
往
時
を
偲
ば
せ
る
風
情
が
あ

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
鴇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶

　
　
「
花
火
に
よ
る

　
　
　
　
　
火
災
を
防
ご
う
」

　
　
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
も
明
け
て
子
供

　
達
に
と
っ
て
待
望
の
楽
し
い
夏
休
み
に

　
な
り
ま
す
が
、
例
年
こ
の
時
期
に
な
り

　
ま
す
と
、
花
火
に
よ
る
事
故
が
多
く
発

　
生
し
て
い
ま
す
。

　
　
花
火
は
夏
の
夜
の
風
物
詩
と
し
て
家

　
庭
の
庭
先
な
ど
で
楽
し
ま
れ
る
も
の
で

　
す
。
し
か
し
皆
さ
ん
が
手
軽
に
扱
っ
て

　
い
る
「
お
も
ち
ゃ
花
火
」
と
い
え
ど
も

　
原
料
は
火
薬
で
す
。
正
し
い
遊
び
方
を

　
し
な
い
と
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い

　
火
災
や
、
や
け
ど
の
事
故
を
起
こ
す
原

　
因
と
な
り
ま
す
。

　
　
つ
ぎ
の
こ
と
を
守
っ
て
事
故
を
起
こ

　
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く

　
　
読
ん
で
取
り
扱
い
を
必
ず
守
り
ま
し

　
　
よ
う
o

　
O
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え

　
　
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊
ん
だ

　
　
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
風
の
強
い
と
き
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
○
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
O
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　
O
正
し
い
方
法
で
点
火
し
ま
し
ょ
う
。

　
O
吹
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒
も
の

　
　
花
火
は
、
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒

　
　
を
の
ぞ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
0
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火
を

　
　
っ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
は
い
け

㎜一｝唱皿｛｝抽一置却置
ノ桿㎜W｝㎜皿㎜W噛ハ｝W㎜皿｝㎜…皿の皿㎜｝皿皿㎜皿一｝㎜皿㎜｝吊謝岬

ず

皿皿皿W嚇皿∴晶皿心塙晶

●
　
ま
せ
ん
。

O
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危
険

　
で
す
。
絶
対
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
以
上
の
こ
と
を
守
っ
て
火
災
、
や
け

　
ど
な
ど
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

「
風
水
害
に
備
え
よ
う
」

　
わ
が
国
は
地
理
的
条
件
か
ら
、
こ
れ

か
ら
十
月
に
か
け
て
、
台
風
シ
ー
ズ
ン

と
な
り
ま
す
。

　
関
東
地
方
に
お
い
て
は
、
梅
雨
前
線

と
重
な
る
七
月
頃
か
ら
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
す
る
十
分
な

知
識
を
も
ち
、
い
つ
、
ど
こ
で
で
も
対
応

で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。一

日
ご
ろ
の
心
掛
け
と
準
備

D
住
宅
付
近
の
地
形
と
、
ど

　
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
り

　
や
す
い
か
を
調
べ
、
安
全

　
な
避
難
場
所
と
そ
の
経
路

　
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

鋤
停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電

　
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
を
用
意

　
し
ま
し
ょ
う
。

鋤
避
難
す
る
と
き
の
携
行
品

　
を
非
常
袋
に
入
れ
て
お
き

　
ま
し
ょ
う
。

㊨
排
水
溝
や
、
雨
ド
イ
は
よ

　
く
流
れ
る
よ
う
に
し
て
お

　
き
ま
し
ょ
う
。

㈲
倒
懐
の
恐
れ
の
あ
る
塀
、

　
ア
ン
テ
ナ
等
は
補
強
を
し

二
、

三
、

　
ま
し
よ
う
。

台
風
や
大
雨
が
近
づ
い
た
ら

D
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞

　
等
で
、
よ
り
正
確
な
情
報

　
と
、
そ
れ
に
伴
う
行
動
を

　
と
り
ま
し
ょ
う
。

図
浸
水
の
恐
れ
の
あ
る
家
で

　
は
、
家
具
な
ど
は
高
い
所

　
に
移
し
ま
し
よ
う
。

鋤
お
年
寄
り
、
子
供
、
身
体

　
の
不
自
由
な
方
は
早
め
に

　
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

の
ガ
ス
の
元
栓
、
屋
外
の
ガ

　
ス
ボ
ン
ベ
の
栓
は
締
め
ま

　
し
よ
・
フ
o

㈲
消
防
署
、
警
察
な
ど
の
防

　
災
機
関
の
広
報
に
注
意
し
、

　
そ
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ

　
，
つ
。

家
屋
な
ど
に
被
害
が
発
生
し

た
と
き
は
、
消
防
署
、
警
察

署
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　さ‘か

、　　　　　　　　 （　へ月

o　　　　　　）　　　ハ　 ハ　　　（（　　　十ヤヤ　　＝　　　　十　　　）　　
ヤ十、．．

　　　　　　　r　』　　　　　　　　ド　　　ロ　　　　　　『，1　、、■『・一－・’　　　　　　■『　－P　－，　　I　r　　　　　　甲　P－－甲『1－』　　　　　　ロ　　
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駕　　　県内129ケ所　　一斉始動
　　　　ホるヨピ　　　　　　ヰす　　の　　　イヒあ　　ラ

チケット予約も簡単！いろんな情報提供します

　
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
利
用
し
て
、
彩
の

国
埼
玉
県
内
の
文
化
県
民
情
報
を
、
県

内
百
二
十
九
ケ
所
に
設
置
し
た
端
末
機

（
左
写
真
）
よ
り
県
民
の
皆
さ
ん
が
自

由
に
入
手
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

①
文
化
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
埼
玉
県
文
化
施
設
連
絡
協
議
会
加
盟

の
県
内
文
化
施
設
百
十
七
館
で
開
催
さ

れ
る
催
物
の
情
報

②
県
民
活
動
情
報

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
情
報
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ァ
相
談
窓
口
、
グ
ル
ー
プ
、

講
座
の
情
報
）

　
学
習
機
会
の
情
報
（
公
共
団
体
主
催

の
講
座
、
研
修
会
等
の
情
報
）

　
施
設
情
報
（
県
民
活
動
、
生
涯
学
習

関
係
施
設
に
関
す
る
情
報
）

③
チ
ケ
ッ
ト
予
約

　
県
内
公
立
文
化
会
館
十
七
会
館
で
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
の
予
約

が
可
能
で
す
。

　
　
　
　
　
犠
寮
薩
健
蜷
瞭
π
も
蒙
「
、
－
い
「

　
端
末
機
の
操
作
以
外
に
各
家
庭
に
お

い
て
、
電
話
や
F
A
X
を
利
用
し
て
上

記
の
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
。

　
盈
〇
四
八
－
七
二
八
－
二
二
一
一

　
隙
〇
四
八
ー
七
二
八
－
七
六
一
一

　
　
　
　
　

　
（
但
し
貼
は
チ
ケ
ッ
ト
予
約
不
可
）

◎
端
末
機
は
銀
行
の
A
T
M
機
と
同
じ

よ
う
に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
で
と
て
も
簡

単
。
誰
で
も
見
て
す
ぐ
利
用
で
き
ま
す
。

　
江
南
町
で
は
、
役
場
本
庁
舎
玄
関
入

っ
て
す
ぐ
左
（
住
民
福
祉
課
窓
口
隣
）

に
設
置
し
ま
し
た
。
埼
玉
県
章
の
勾
玉

を
模
し
た
グ
リ
ー
ン
の
可
愛
ら
し
い
端

末
機
が
7
月
2
0
日
よ
り
町
民
の
皆
様
の

お
こ
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一一〇一●一●HO”一くレー●咽レ◆◆◆◆◆◆一〇◆登◆◆○◆◆◆◆つ◆◆◆や◆◆◆◆ 〇 ◆◆ ◆ 〇一一〇一◆登◆

蓬鋤：
接
着
剤
を
つ
け
、

埋
め
込
み
ま
す
。

で
ツ
マ
ヨ
ウ
ジ
の
余
分
な
部

分
を
、
柱
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
に
注
意
し
な
が
ら
そ
ぎ
落

と
し
ま
す
。
ク
ギ
穴
が
大
き

い
場
合
は
割
り
ば
し
を
削
り
、

同
じ
要
領
で
穴
を
埋
め
ま
す
。

　
柱
の
穴
が
大
き
い
と
き
は
、

市
販
の
バ
テ
（
充
て
ん
剤
の

一
種
）
を
使
っ
て
補
修
し
ま

す
。
小
さ
な
竹
べ
ら
か
木
べ

ら
に
バ
テ
を
適
量
（
少
な
め

に
）
つ
け
、
手
早
く
穴
を
埋

　
　
　
を

　
柱
や
な
げ
し
に
残
っ

た
ク
ギ
穴
は
、
気
に
な

る
も
の
で
す
。
小
さ
な

ク
ギ
穴
や
傷
あ
と
な
ら
、

ツ
マ
ヨ
ウ
ジ
と
木
工
用

接
着
剤
で
簡
単
に
ふ
さ

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ツ
マ
ヨ
ウ
ジ
の
先
に

　
　
ク
ギ
穴
に

　
　
カ
ツ
9
1

勧麟獣鱗協紘

め
ま
す
。
バ
テ
は
白
色
か
ク
レ
ー
な

ど
数
種
類
し
か
な
い
の
で
、
使
う
前

に
木
の
色
に
ム
ロ
わ
せ
て
選
ん
で
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
埋
め
た
後
は
、
柱
の
表
面
に
つ
い

た
バ
テ
を
．
目
の
細
か
い
サ
ン
ド
・

べ
ー
バ
ー
で
軽
く
磨
い
て
取
り
除
き

ま
す
。
ニ
ス
が
塗
っ
て
あ
る
柱
は
、

補
修
を
し
た
部
分
に
つ
や
が
な
く
な

り
ま
す
。
必
ず
そ
の
部
分
に
、
ニ
ス

を
塗
り
直
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
な
げ
し
・

　
柱
の
穴
と
同
様
に
気
に
な
る
の
が
、

部
屋
の
壁
の
ひ
び
や
穴
で
す
。
補
修

部
分
に
霧
吹
き
を
し
て
湿
ら
せ
、
竹

べ
ら
か
木
べ
ら
の
先
に
バ
テ
を
適
量

つ
け
て
、
ひ
び
や
穴
に
詰
め
ま
す
。

コ
ツ
は
、
薄
く
む
ら
な
く
詰
め
る
こ

と
で
す
。
大
き
く
深
い
穴
は
、
何
回

に
も
分
け
て
詰
め
ま
す
。
た
だ
し
、

　
　
　
先
に
詰
め
た
バ
テ
が
乾
い
て

ツマヨウジや割りばしが一役

か
ら
詰
め
な
い
と
、
上
手
に

詰
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
バ
テ
が

乾
い
た
ら
、
目
の
細
か
い
サ

ン
ド
・
べ
ー
バ
ー
で
表
面
を

平
ら
に
す
れ
ば
、
補
修
は
完

了
で
す
。

　
繊
維
質
の
壁
は
、
部
分
補

修
を
す
る
と
新
旧
が
目
立
っ

て
見
苦
し
く
な
り
ま
す
。
全

体
を
塗
り
変
え
て
、
部
屋
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
た
ほ
う

が
い
い
で
し
ょ
う
。
繊
維
質

の
壁
の
材
料
は
、
工
務
店
や

日
曜
大
工
用
具
を
販
売
し
て
い
る
店

な
ど
で
売
っ
て
い
ま
す
。

ヨウジ1

　o』o

一

、畿／

侭

：
日
本
建
築
で
、
柱
か
ら
柱
へ
渡
し
て
壁

に
取
り
つ
け
る
横
木
。

（6）
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外国人交流会
　5月29日（日）、若葉薫る原谷公園を会場

に外国人交流会が開催されました。交流

会は町に住む外国人の皆さんと家族のふ

れあい、国際意識の向上を目的としてい

ます。当日はバーベキュー・陶芸・かき

氷・わた菓子づくりなどのコーナーが企

画され、陶芸コーナーでは一人一品の作

品づくりに励み、終始なごやかな雰囲気

の中行なわれました。

冤

初
o
冠
O
↑

幼稚園で交通安全教室

　6月3日、江南幼稚園でお父さん、お

母さんも参加して交通安全教室が行われ

ました。

　園児たちは、おまわりさんや交通指導

員さんに横断歩道の渡り方をおしえても

らったあと、横断歩道の正しい渡り方の

映画を見ました。

語学教室
　江南インターナショナル・フレンドシ

ップ・クラブ設立準備会主催の語学教室
「はじめて話す英会話」が5月31日（火〉、

勤労福祉センターにおいて開催されまし

た。講師のカーメル・シュライヤー先生
（カナダ）を囲んで50名の参加者は、生

の英語を楽しく学習され大変盛会でした。

江南インターナショナル・フレンド
シップ・クラブ設立準備会は、国を
越えた交流を通して国際意識を深め
町民相互理解と文化の交流に寄与す
ることを目的として平成7年4月1
日クラブ設立のための準備をしてい
ます。

7月の当番 工　事　店　名 電話番号

1　・　6　・11　・16・21　。26　・31 ㈱光　栄　建　設 36－1052

2　　・　7　　・　12　。　17　・　22　・　27 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

3　　・　8　　・　13　・　18　・　23　・　28 ㈲笠原設備工業所 36－3662

4　　・　9　　・　14　。　19　・　24　・　29 ㈲松　本　設　備 36－5177

5　　・　10　・　15　・　20　・　25　・　30 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店か、

当番の指定工事店へ

お願いしてください



灘・

幼
児
の
食
生
活
に
つ
い
て
灘
轍

　
人
間
の
生
涯
の
な
か
で
幼
児
期
は
、

乳
児
期
に
次
い
で
発
育
の
盛
ん
な
時
期

で
す
。
そ
の
た
め
、
栄
養
・
健
康
・
社

会
性
・
し
つ
け
な
ど
の
面
で
極
め
て
大

切
な
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
食
生
活
に
関
し
て
は
、
食
生
活
習
慣

の
基
礎
づ
く
り
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

幼
児
の
食
生
活
の

ポ
イ
ン
ト

①
食
事
の
リ
ズ
ム
大
切
・
規
則
的
に

　
こ
の
時
期
に
な
る
と
食
欲
に
む
ら
が

出
て
き
た
り
、
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が

出
て
き
ま
す
。
体
の
調
子
に
変
わ
り
が

な
く
元
気
で
あ
れ
ば
、
あ
ま
り
食
べ
な

い
か
ら
と
い
っ
て
だ
ら
だ
ら
と
食
事
時

間
を
延
ば
し
た
り
、
た
び
た
び
食
事
を

与
え
る
こ
と
を
し
な
い
で
、
時
間
を
決

め
て
規
則
正
し
く
食
事
を
と
る
よ
う
に

心
掛
け
て
下
さ
い
。

⑨
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
元
気
な
子

　
子
供
は
一
般
に
野
菜
、
特
に
緑
黄
色

野
菜
・
魚
・
豆
腐
な
ど
が
嫌
い
で
す
。

こ
れ
ら
の
食
品
を
好
ん
で
食
べ
る
よ
う

に
な
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

③
一
家
そ
ろ
っ
て
食
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
食
事
の
楽
し
さ

　
楽
し
く
食
事
を
す
る
環
境
の
中
で
、

よ
い
食
習
慣
が
育
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

》
つ
o

（
＠
心
掛
け
よ
う
手
作
り

　
　
　
　
　
　
お
や
つ
の
素
晴
し
さ

　
親
の
手
作
り
の
お
や
つ
は
、
子
供
に

と
っ
て
楽
し
く
、
心
の
豊
か
さ
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

⑤
保
育
所
や
幼
稚
園
で
の

　
　
　
　
　
　
　
食
事
に
も
関
心
を

　
働
く
お
母
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。

保
育
所
や
幼
稚
園
で
の
食
事
の
と
き
に

子
供
が
ど
ん
な
も
の
を
食
べ
て
い
る
か
、

ぜ
ひ
関
心
を
持
っ
て
下
さ
い
。

◎
牛
乳
・
乳
製
品
を
十
分
に

　
牛
乳
や
乳
製
品
は
大
変
良
い
カ
ル
シ

ウ
ム
の
供
給
源
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
ビ
タ
ミ
ン
も
含
ん
で
い
ま

す
の
で
、
幼
児
に
は
、
十
分
与
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
幼
児
期
は
、
食
生
活
の
基
礎
が
で
き

る
時
期
で
す
の
で
規
則
正
し
く
食
事
を

す
る
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
、
食
事
の
一

部
と
し
て
の
お
や
つ
に
気
を
つ
け
る
こ

と
、
食
べ
る
物
の
好
き
嫌
い
を
少
な
く

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
積
極
的
に
外
遊
び
を
さ
せ
、
生
活

リ
ズ
ム
（
早
寝
・
早
起
き
）
を
整
え
、

園
圏
・
團
翠
困
圏
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
日
常
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

＾
へ
、
○

、　
へ

の
　
し

◎

’
　
　
．

ヘ
　
　
レ

　
、
O

戸
　
　
，
　
軸

㌦
“

　
、
■

＠
＝
㊤
0
②
0
0
0
0

　
五
月
八
日
、
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
大

会
は
熱
戦
の
末
、
中
央
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

と
小
江
川
リ
バ
ー
ス
チ
ー
ム
が
優
勝
、

御
正
チ
ー
ム
と
上
新
田
チ
ー
ム
が
準
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
決
勝
以
上
）

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・
出
場
チ
ー
ム

千
代
、
野
原
、
樋
春
、
中
央
ク
ラ
ブ

御
正
、
タ
イ
ー
ン
ズ
、
下
押
切
、

板
井
、
小
江
川
リ
バ
ー
ス
、
上
新
田

・
決
勝
戦

▽
A
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　
中
央
ク
ラ
ブ
ニ
ー
○
御
　
正

▽
B
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　
　
小
江
川
　
　
二
－
一
上
新
田

　
　
　
リ
バ
ー
ス

在

○

（8）



魂ふ
座　　るさ1と

竿再発見

地
名
は
語
る

「
萩

　
　
　
　
　
は
千
代
地
区
の
地
名
で
、

萩
山
と
萩
山
南
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

お
よ
そ
東
西
一
・
○
、
南
北
O
・
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
広
い
地
域
を
い
い

ま
す
。
現
在
、
地
名
の
場
所
町
立
幼
稚

園
の
西
側
で
は
町
総
合
文
化
会
館
建
設

に
先
立
つ
遺
跡
保
存
の
た
め
発
掘
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
は
ろ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
遥
か
八
千
年
か
ら

一
万
年
前
、
縄
文
時
代
早
期
の
ム
ラ
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
に
住
み

つ
い
た
最
初
の
住
人
た
ち
は
、
竪
穴
住

居
跡
を
十
五
軒
、
調
理
に
使
っ
た
石
器

や
土
器
な
ど
を
多
量
に
残
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
彼
ら
が
去
っ
て
以
来
、
不
思

議
な
こ
と
に
、
他
の
時
代
の
遺
跡
は
ほ

と
ん
ど
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
長
い
間
、

人
手
の
加
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　
明
治
初
年
に
編
さ
ん
さ
れ
た
武
蔵
国

郡
村
誌
の
千
代
村
条
に
「
萩
山
、
東
西

八
町
南
北
三
町
三
十
五
間
」
の
広
さ
が

あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

後
期
に
編
さ
ん
さ
れ
た
新
編
武
蔵
国
風

土
記
稿
に
は
萩
山
は
み
え
ず
「
萩
畑
」

の
小
字
名
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
か

ら
明
治
に
か
け
て
萩
畑
か
ら
萩
山
に
地

名
が
変
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
変
化
は
地
名
の
意
昧
に
ょ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
萩
は
紅
紫
色
の
花
を
多
数
つ
け
た
低

山
」

第43話

木
で
、
萬
葉
集
に
も
多
く
の
歌
が
残
さ

れ
る
ほ
ど
古
代
か
ら
愛
さ
れ
た
植
物
で

す
。
秋
の
七
草
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

丘
陵
、
台
地
の
乾
燥
地
に
よ
く
自
生
し
、

群
落
を
つ
く
る
様
子
が
萩
山
、
萩
原
な

ど
の
地
名
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

千
代
の
萩
山
も
自
然
の
ま
ま
の
萩
が
生

い
茂
っ
た
場
所
で
、
萩
そ
の
も
の
を
目

標
物
と
し
て
生
ま
れ
た
地
名
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
古
代
か
ら
の
地
名
で
あ

ろ
う
と
の
印
象
を
受
け
ま
す
。

　
現
在
の
萩
山
は
山
林
・
畑
が
主
で
す
。

萩
に
は
草
木
の
生
茂
っ
た
場
所
欝
，
、
繍

の
意
昧
も
含
み
、
関
連
し
て
開

墾
地
の
こ
と
も
指
し
ま
す
。
風

土
記
稿
に
は
七
回
検
地
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
検
地
は
開
墾
に
よ
り
耕
作

地
が
増
え
る
毎
に
行
い
ま
す
か

ら
、
最
初
の
検
地
で
あ
る
文
禄

四
年
（
一
五
九
五
）
に
萩
山
・

萩
畑
地
名
が
み
え
な
い
理
由

と
し
て
同
地
は
後
の
開
墾
地

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
時
期
は
慶
安
四
年
（
一
六
五

一
）
か
ら
明
和
二
年
（
一
七
七

一
）
ま
で
の
間
に
当
る
よ
う
で

す
。
風
土
記
稿
の
編
さ
ん
さ
れ

た
天
保
頃
（
一
八
三
〇
～
四
四
）

に
は
、
萩
畑
で
あ
っ
た
も
の
が
、

郡
村
誌
の
編
さ
ん
さ
れ
た
明
治
八
～
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
（
一
八
七
五
～
六
）
に
は
萩
山
に
な

っ
て
い
ま
す
。
記
録
の
上
か
ら
は
わ
ず

か
三
〇
年
程
の
間
に
畑
か
ら
山
に
も
ど

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
千
代
村

は
台
地
の
村
で
す
か
ら
水
田
は
谷
田
に

限
ら
れ
、
新
た
な
開
墾
地
は
山
林
を
開

墾
し
て
畑
と
す
る
こ
と
が
主
で
し
た
。

畑
か
ら
山
に
も
ど
る
原
因
は
郡
村
誌
に

あ
る
よ
う
に
肥
料
分
の
少
い
や
せ
た
土

地
で
あ
る
上
に
、
水
持
ち
の
悪
い
乾
燥

地
と
い
う
土
地
の
性
状
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
再
び
こ
の
地
が
開
墾
さ
れ
る
の
は
明

治
か
ら
七
〇
年
余
り
経
た
昭
和
二
十
年

代
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
今
、
町
総
合

文
化
会
館
建
設
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
、
撫
讃
…
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
簸
，
、
奪

　
　
　
　
　
　
　
籍
　
．

　
五
月
二
十
二
日
と
二
十
九
日
の
二
日

間
、
町
民
野
球
大
会
が
運
動
公
園
と
江

南
中
グ
ラ
ン
ド
の
二
会
場
を
使
用
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
絶
好
の
野
球
日
和

り
の
中
で
、
成
友
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
初

優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
が
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

成友クラブ

53

？
｝

σノ

81611
ゆ
望

　
ム辱
・

メ
タ
ル
フ
ォ
ー
ム
ズ

御
正
プ
リ
ン
ス

江
南
南
会

板
井
ク
ラ
ブ

成
友
ク
ラ
ブ

パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
ズ

御
正
ク
ラ
ブ

中
央
ク
ラ
ブ

ゼ
　
　
リ
　
　
ア

畜
産
試
験
場

深
沢
製
作
所

三
本
ク
ラ
ブ

η

鰯
棚

聾毒　欝獺
撫舞

鰯
㎜
懸

，謬飛

難弼弗9
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馴腱顯蘇騨 鰐1’樋畷

定員40人（先着順）
費用2，000円
申込み　7月21日（木〉～8月13日（1：）に

　　　費用を添えて、直接深谷青

　　　年の家に申込む。
問合せ　深谷青年の家台71－7548

ワープ回（初級）講習会

日　時

場　所

内容

対象

法方

人員
費用

問合せ

平成6年8月1日（月）～8月

31日（水）毎週月～金（8月

15．16日を除く）21日間

9時30分～15時30分
熊谷地方庁舎内技術講習室

基礎的な操作からビジネス

文書・表作成、高度な編集、

計算、グラフ作成まで

受講後、就業を希望する初

心者で全日程出席可能な女

性

7月15日㈹までに、直接熊

谷市商工課に来所の上、申

込書に記入し提出

28名（申込多数時は抽選）

無料（教材費は自己負担、

3，000円程度）

熊谷市仲町74（八木橋8階）

熊谷女性職業センター

a23－2816

自衛官採用試験のご案内

　防衛庁では、来春高校等卒業予定

者に対して受付及び試験を次の日程

で開始いたします。皆さんの若い力

を自衛隊で活かしてみませんか。

◇募集内訳

★男女共通種目

　　2等陸・海・空士、曹候補士
　一般曹候補学生、航空学生（パイ

　ロット要員）、防衛大学校学生、

　防衛医科大学校生

★女子のみ

　看護学生（看護婦要員）

付
日
せ

受
講

7月1日より
9月16日より

江南町役場住民福祉課

a36－1521
自衛隊埼玉地方連絡部熊谷

募集事務所

熊谷市末広2丁目119番地

台22－4855

騒　
航

　
牲

騒

保険料の免除制度があります

　国民年金の保険料は毎月納めるこ

とになっていますが、経済的な理由

などで納めることができないときは

ご相談ください。

※学生の「免除』は

　・学生の場合は一般の免除基準と

　は別に免除基準がありますので
　　ご相談ください。

　・親元世帯の所得状況によって保

　険料が免除されます。
※「免除」を受けた期間は

　・免除の手続きをすると年金を受

　ける権利が保障されます。ただ

　　し、免除を受けた期間の年金額

　は、通常の％になります。

　・免除された期間は、過去10年以

内ならさかのぼって納めること

ができます（追納）。

。追納すると年金額は、通常にな

ります。卒業して就職したとき

早目に納めてください。

商業統計調査にご協力ください

　　　商業を営むみなさんへ

　7月1日現在で、商業統計調査が

実施されます。この調査は全国の商

店の分布状況、販売活動を把握し更

に業種別、規模別、地域別などに

1鷺欝難鰻懸

縮ですが、ご協力くださいますよう
お願いいたします．　　　騰灘
　お問い合わせは役場企画課まで

（台36－1521内線221）

船木スポーツセンター

プール開催日のお知らせ

開催日　7月3日（日）、9日（土）、10日

　　　（日）、16日（土）、17日（日）

　　　7月21日から8月31日まで
　　　は毎日開催しますが、休日

　　　及び祝日の翌日は休み
　　　9月3日（土）、4日（日）、10日

　　　（土）、11日（日）

時間午前10時～午後6時
問合せ　荒川南部環境センター

　　　清流苑：魯0493－39－2203

青
蜥
蜴
動
き
て
猫
の
尾
が
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

乾
杯
の
音
頭
ま
だ
る
し
生
ビ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

ビ
ー
ル
酌
み
一
病
あ
る
を
忘
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

青
蜥
蜴
庭
石
一
つ
占
拠
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

そ
よ
風
に
吹
か
れ
昼
寝
の
蜥
蜴
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
美
津

献
杯
の
ビ
ー
ル
に
落
翫
る
涙
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
化

優
勝
の
ビ
ー
ル
に
濡
れ
る
ユ
ニ
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

つ
く
ば
い躍
の
影
で
思
案
の
蜥
蜴
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
益
次
郎

グ
ル
ー
プ
で
若
妻
達
は
缶
ビ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ロ
う
せ
つ

黒
ビ
ー
ル
冷
や
し
て
夜
は
饒
舌
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

わ
が
想
い
ビ
ー
ル
の
ご
と
く
溢
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ッ
ェ

人
去
リ
て
蜥
蜴
は
動
き
止
め
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

湯
上
が
り
の
喉
を
う
る
ほ
す
生
ビ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

　
　
　
か
は
ん

旅
終
り
鞄
に
ひ
と
つ
缶
ビ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

ε
う
を
畠

俳
句
会
⑲

缶
ビ
ー
ル
一
本
に
胸
さ
ら
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

小
首
曲
げ
急
ぐ
蜥
蜴
の
か
く
れ
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

ビ
ー
ル
酌
む
時
は
肩
書
は
ず
し
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

ビ
ー
ル
冷
ヘ
コ
ッ
プ
に
光
る
真
珠
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

急
濃
き
を
誇
示
し
て
蜥
蜴
消
へ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

い
つ
の
間
に
あ
が
る
ビ
ー
ル
の
飲
み
っ

ぷ
り
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

青
蜥
蜴
後
め
た
さ
を
負
う
て
生
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

風
呂
上
が
り
冷
へ
た
ビ
ー
ル
の
味
の
良

さ
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

渓
流
に
ビ
ー
ル
冷
や
し
て
キ
ャ
ン
プ
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

浅
き
夏
児
の
ラ
ン
ド
セ
ル
重
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
き
ゅ
う

酌
み
交
す
ビ
ー
ル
に
懐
旧
ぬ
く
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男

（1①



翻剛甲履4、7”・

＝
O
罷
㊦
程
L
O
脂
三

圏圏圖團
農林学級（7月）

開催日 内　　　　　容 日寺　間

9日（七） 木工型抜き　㊥ 10＝00

9日（t） 木工型抜き　㊥ 13：00

10日（日） キャベッの収穫① 13：30

13日（水） ジャムの作り方0 10：00

15日（斜

　～

16日（七）

木工入門教室0

木工入門教室○

10二〇〇

10：00

17日（日） 木工鉛筆立て㊥ 10：00

20日（木） モロヘイヤの料理e 10：00
24日（月） 木工教室開放日　0 9：00

　
学
　
ト
　
ノ
　
＝
　
①
　
所

　
、
　
務

　
子
　
事

　
親
般
理

　
生
一
管
01

　
学
＝
園
2
3

料
小
0
公
一

　
＝
、
林
83

無
㊥
生
農
費

用
象
　
付
せ

　
　
　
　
合

費
対
　
受
問

花き園芸講座（7月）

開鑑日 内　　　　，容 、費　購

7日（木） ワイヤーバスケット 2，500円

を楽しむ

11日（月） 植物写真の撮り方 無　　料

14日（木） 観葉植物のふやし方 無　　料

19日（火） 常緑樹の挿し木 無　　料

26日（火） 押し花を使った絵作 2，000円

り

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から

　　　大里郡川本町本田5768－1

　　　埼玉県農林公園内・植物振

　　　興センター分室台83－2841

第44回「社会を明るく

　　する運動」講演会開催

　「社会を明るくする運動」は、す

べての国民が、犯罪の防止と罪を犯

した人たちの更生について理解を深

め、それぞれの立場において力を合

わせ、犯罪のない明るい社会を築こ

うとする全国的な運動です。

　町では、この運動の一環として、

今年も講演会を開催します。みなさ

ん、おさそいあわせの上、ご参加下

さい。

日時7月8日團
　　　午後2時30分開会
場所江南中学校体育館
講　師　柳家　小団治（落語家）

演題“笑いと遊び心を楽しもう”

　　　　「親と子のコミュニ

　　　　　ケーションのあり方」

費用　無料

圏圏國圏
　平成6年度
町職員採用試験

職務の内容及び採用人員

　　　　・一般行政事務　若干名

受験資格　男女を問わずつぎの人が

　　　　受験できます。

　　　　昭和44年4月2日から
　　　　昭和52年4月1日までに
　　　　生まれた人（学歴不問）

試験日時及び場所

　　　◎筆記試験…9月18日（日）

　　　　立正大学

　　　◎口述試験
　　　　10月に町役場で予定
合否の発表　10月中旬に受験者全員

　　　　に通知。合格者にっいて

　　　　は、町役場掲示場に掲示。

申込手続　応募書類に必要な事項を

　　　　記入して、総務課へ提出

　　　　してください。なお、郵
　　　　便により申し込む場合、

　　　　封筒の表に（採用試験）

　　　　と朱書きしてください。

受付期間　8月1日（月〉から8月5日

　　　　（金）の午前9時から午後5

　　　　時までの受付。郵送の場

　　　　合は8月5日㈹までの消
　　　　印のあるものに限ります。

書類の請求　役場総務課に請求して
　　　　くださし】．　　●

間合せ役場総務課費36－1521
　　　　内線226・227

日　時

場
対
内

日赤救急法講習会

　受講生募集

　　8月23日、24日、26日、27

　　日　4日問　9時～17時

所県立深谷青年の家
象18歳以上の県内在勤在住者
容　救急法の理論と実技。受講

　　後、修了証が授与され、救

　　急員適任証を得ることがで

　　きます。

　
　
　
訂
　
　
正

　
先
月
の
広
報
六
月
号
の
お
誕
生
お
め

で
と
う
の
中
で
紹
介
し
た
平
井
愛
実
さ

ん
・
磯
川
幸
美
さ
ん
・
高
橋
宏
実
さ
ん

の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
訂
正
し
、
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　へ
　（　　亀　　　　　A　へ
　、う　　　　　　こ、

ご齢㌧「：1・．一

☆　　，・1

題毒罐容

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

五
月
中
届
出
　
　
年
齢
　
　
（
敬
称
略
）

　
嶋
田
　
す
ね
　
8
5
歳
　
　
成
　
　
沢

　
持
田
よ
ね
8
1
歳
押
切

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
五
月
中
届
出
　
　
　
　
（
　
）
保
護
者

小
江
川

　
　
　
　
た
か
ひ
ろ

　
千
葉
　
峻
洋
　
　
長
男
　
　
（
賢
治
）

　
　
　
　
　
じ
ゅ
ん

　
手
塚
　
淳
　
長
男
　
（
博
）

　
塩

　
　
　
　
　
ひ
か
る

　
菅
原
　
　
光
　
　
二
男
　
　
（
則
義
）

12，280

町民のうごき

12，260一

12，240一

人／戸

3，560一

3，530一

3，500
3月　4月　5月　6月

6月1日現在

姻
男
女
蹄

12，268人

6，041人

6，227人

3，588

十8

十5

十3

十16

平成6年　救急車出動状況

救急出動状況 5　月 累　計

交　　　　　　　通 7件 32件

一　般　　負　傷 2件 11件

急　　　　　　病 5件 52件

そ　　　の　　　他 1件 9件

合　　　　　　計 15件 104件
（11）



　　　　　しょう　　こ

　大澤省吾ちゃん
　平成5年7月13日生

　大澤真治・恵子さんの

二男（11ヶ月）　　　上新田

　二男を紹介します。

　ちょっぴり泣き虫だけど、

いつも元気で明るい省吾です。

　早く大きくなって頼もしい

子になってほしいです。

　　　　　ま　　　い
　大久保　真　衣ちゃん

　平成5年8月6日生
　大久保一夫・日出子さんの

長女（10ヶ月）　　　小江川

　お兄ちゃんがいなくても一

人でいい子に遊んでます。

　素直でやさしい子に育って

欲しいと思いますq

　　　　ゆ　り　か
馬場　百合花ちゃん

　平成5年9月21日生
　馬場寿郎・晴美さんの

二女（9ヶ月）　　　押　切

　毎日、お兄ちゃんお姉ちゃ

んに面倒をみてもらっている

百合花です。

　みなさんどうぞヨロシク！

　　　　　ゆう　　　き
　川　口　悠　樹ちゃん

　平成5年8月27日生

　川口富生・いさみさんの

長男（10ヶ月）　　　千　代

　ゴキゲン斜めの泣き顔で時

々けんかもするけど、愛想の

いいちょっとふとった悠の、

ミふうせん笑顔遊忘れずにい

て欲しいですね。
●

㌧、へ舳、ヘヘヘヘ．、．、◎、ヘヘヘ噛、ヘヘヘヘヘ嚇「い、り「いヤ、し「い、ヘヘ・、ヘヘヘヘら、へ噛、ヘヘ◎、へ噛、噛、へら、へ隔、ヘヘヘ噛「い、へ噛、へ・、㌧、も、唾、へ・、へ

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

あ
ん
ず
ゼ
リ

高
田
ト
ミ
ヱ
さ
ん
（
樋
春
南
）

▼
材
料

　
あ
ん
ず
を
煮
て
う
ら
ご
し
た
も
の

砂
糖
ゼ
ラ
チ
ン

　
　
　
　
　
ニ
カ
ッ
プ

　
　
　
　
　
一
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〇
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類
粒
状
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▼
作
り
方

①
あ
ん
ず
は
オ
レ
ン
ジ
色
に
熟
し
た
も

　
の
を
選
び
、
洗
っ
て
か
ら
水
に
つ
け

＼
∠

鐵灘
欝

　
て
、
半
日
位
お
き
、
ア
ク
を
と
る
。

　
た
っ
ぷ
り
の
水
を
入
れ
、
ア
ク
を
と

　
り
な
が
ら
、
煮
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ざ
　
　
じ
や
く
　
　
ロ

　
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
、
木
拘
子
で

　
つ
ぶ
し
、
あ
ら
い
ザ
ル
で
う
ら
ご
し

　
種
子
と
皮
を
取
り
の
ぞ
く
。

　
さ
ら
に
、
な
め
ら
か
に
す
る
た
め
に

　
う
ら
ご
し
器
で
こ
す
。

（
保
存
す
る
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
容
器

　
に
入
れ
て
冷
凍
す
る
。
）

②
あ
ん
ず
に
砂
糖
を
加
え
、
八
十
度
位

　
に
あ
た
た
め
て
、
ゼ
ラ
チ
ン
を
ふ
り

　
入
れ
る
。

③
よ
く
煮
と
か
し
て
か
ら
少
し
さ
ま
し
、

　
あ
ら
か
じ
め
ぬ
ら
し
て
お
い
た
容
器

　
に
流
し
込
み
、
冷
蔵
庫
で
冷
や
す
。

④
型
か
ら
ぬ
く
時
、
ぬ
る
ま
湯
で
容
器

　
を
あ
た
た
め
る
と
、
取
り
出
し
や
す

　
い
。

　
雲
海
は
、
夏
に
限
ら
な
い
自
然
現
象

で
す
が
、
夏
の
季
語
で
す
。
夏
は
登
山

を
す
る
人
が
増
え
、
雲
海
を
見
る
機
会

が
多
い
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

苦
労
し
て
山
に
登
り
、
そ
こ
か
ら
見
る

雲
海
は
、
登
っ
た
人
だ
け
が
味
わ
え
る

“
ご
ち
そ
う
”
と
い
え
ま
す
。

　
雲
海
と
は
、
高
い
山
の
上
な
ど
か
ら

眼
下
に
あ
る
雲
が
、
ま
る
で
大
海
原
の

よ
う
に
見
え
る
現
象
で
す
。
層
積
雲
や

層
雲
を
斜
め
に
見
お
ろ
す
の
で
、
雲
の

い
た
だ
き頂
が
重
な
り
合
い
、
雲
で
覆
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
で
“
雲
海
の
名
所
”

と
い
わ
れ
る
山
が
あ
る
か
、
登
山
の
愛

好
家
や
グ
ル
ー
プ
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、
富
士
山
や
北
穂
高
岳
、
立
山

な
ど
、
多
く
の
山
の
名
前
が
あ
が
り
ま

し
た
。
全
国
各
地
に
、
た
く
さ
ん
あ
る

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
ほ
か
に
も

大
事
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

天
候
と
タ
イ
ミ
ン
グ
。
そ
れ
に
そ
の
と

き
の
雰
囲
気
だ
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た

要
素
が
、
雲
海
を
見
て
い
る
人
の
感
情

と
絡
み
合
い
、
感
激
の
度
合
い
が
増
す

の
で
す
。

　
さ
あ
、
あ
な
た
も
雲
海
を
見
に
行
き

ま
せ
ん
か
。
七
月
二
十
一
日
～
九
月
二

十
日
は
、
「
自
然
に
親
し
む
運
動
」
で
す
。

国
立
公
園
や
国
定
公
園
な
ど
を
訪
れ
、

家
族
や
友
人
た
ち
と
楽
し
み
な
が
ら
、

自
然
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。




